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6回目 if文と if else文
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賦 の開始が不正uや 型 の開始が不正で力
            |などのコンパイルエラーになりますので注意しましょう

|: 今日の講義で学ぶ内容
・関係演算子

・ if文と if～else文
。if文の入れ子

関係演算子

関係演算子

ソースコード例

ソースフアイル名

実行画面

bO=false, bl=true, b2=true, b3=false
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演算結果をboolean型です

J(|ハ
)`ゝ

`し

｀

琴

値リテラリレの

たとえば、   」

誤
ｂ

　

　

　

ｂ

一一　
　
／
綸
υ

／

ｒ

ヽ

＼も

関係演算子とその意味

bが aに等しいとき trueとなります

v♂し  
それ以外ではfalseどなります roF i色
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a >  b

aつ b

bが aに等しくないときtrueとなります
それ以外ではfalseと なります

bよ りaが大きいときtlueとなります
それ以外ではfalseと なります

bよりaが大きいか等しいときtrueとなります
それ以外ではfalseとなります

bよ りaが■、さいときtrueとなります
それ以外ではfalseとなります

bよ りaが」ヽさいか等しいときtrueとなります
それ以外ではfalseと なります

Sample6_1.java

//関係演算子
class Sample6_1

{

public static void main(String[]

{

double dl=215,dキ 5.ρ ;

FS『¨ e

//i2は ilより大きいので t rue

//乗算→関係演算→代入の順番で演算が行われるためF03題ありませんが
//このように不明確な場合は1舌弧で優先順位を明示したほうが無難でしょう

で true、 それとfalseは等しくないので false

・+bO+“ , b■ =“ +bl+", b2=“ +b2+“ , b3=・ ■b3);

関係演算子を用いた式を評

価する場合も算術演算子と

同様にオペランドの型の拡

大変換が行われます

ただし、

演算結果は boolean型です
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if文は次のように記述することもできます

if ヨ匡コ.「ロ フタ0)k主 ―‐
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い コード上の改行やスペース、タブ、改頁は処理に影響を与えません
ただし、字句を区切る役害Jは持ちますので、
。キーワードや識別子、文字

'」

リテラルなどまとまりある単語の途中に入れたり、

.黒場ビトl肇計寧Ъ菫』憲号≒希ちて熙像とコンィルエラ判こなります
たとえば、om聾→x加颯/
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実行画面 2

整数を入力してください。

2θ
処理を終了します。

ソースファイル名 :Sample6_2.java

//if文
■mport java.■ o. ;

奮´うぎ型

ic static void main(String[] args)

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin));

イ|:;:tll.。 ut.println(壁数を入力してください。
饗型製則爛嚇

“

)ビつ
//λ力された値を if文で判断し、1であればブロック内をRlt理 する

System.out.println(・ 1が入力されました。
tem.out.println("1が選択されました。

em.out println("処 理を終了します。
い
);

｀
テ1批:継翫

どを記述します

蹴呻信礼[1言
叱ヒ止‐~ノ
D処理や命令のことです (2回 目の講義を参照)

実行画面 1

整数を入力してください。

lθ
lが入力されました。
1が選lRされました。
処理を終了します。



次にように if文を記述するとどうなるでしょうか ?

い このようなミスは、コavaの文法的にはFo3違いではないためコンパイラエラーとして発見
されることはありません。このようなエラーを論理エラーといいます。

論理エラーを防ぐために、読みやすく分かり易いコードを書くことを心がけましょう!!

喬貰|                     
どを記述します

―
 /ヽ1/

ド例 l if(1く =0)a=Ol el,ea=■ j

α聡』讐4暴I翻
if～ else文はプロックを用いて次のように記述することもできます

if(図)r篠コ 反・ BI コ文23.イI

または

if～ else文 条件が trueの場合、文 1を処理し、
条件が falseの場合、文 2を処理します

の
'ア

″ メ

//if文のよくあるミス
class Sample6_2_■

{

りSyStttfOut.println("■ が入力されました。・);

にIXI‖ 1讐六糧[][;り
//if文ブロック前に j(セミコロン)を入れてしまつたら?

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわる処理
です。単独のセミコロンは処

条件が真のときに実行する文

が空の文と解釈されます

次に続<ブロックは if文と
は関係のない通常の文です

実行画面

1が選択されました。
処理を終了します。

2が入力されました。
2が選択されました。
処理を終了します。



― 一  ― ― ―  ―一実行画面 2-一 ――― ――――ソースコード例 ――
ソースフアイル名 :Sample6_3.java

// if ― elseゞと

■mport java.ュ o.;

class Sample6_3

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

{

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(System.in));

int i;

でヽil[[::‖ |::「 :::l[|:鷲穐驚きFま勇手
ださい°");

//入力された値を if～ else文で半」断し、

}

system.out.println("処理を終了します。")j

}

}

メリ|マタ
ーン

なっ

実行画面■

整数を入力して<ださい。
lθ
lが入力されました。
1が選択されました。

処理を終了します。

整数を入力してください。

2θ
■以外が入力されました。
1を入力してください。
処理を終了します。

if～ else文の入れ子

ゴ積硫l卦:選量範炉毅胚穆翫蹴奮
はなりません

・(□恒璽≡霊翌」
このような場合、

『〕avaは逐次的に elseを elseと対応のない直前の ifと対応付けます』

誤解を招きますので次のようにブロックを入れて明示しましょう

J〈甲の電国)日のk暉
このような場合は、最初からブロックを付けて明示すると誤解もなくなり良いでしょ

lf(条件A )if(医件ヨ)区ヨ9・se区コ

ユーザの解釈

外側に if～ else文

「A」側に if文

]avaの解釈

外側に if文

FAJ側に if～else文

if文や if～else文は、 す

文や if～ else文に入れることができます
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ソニスコニ日肛 ________― ――― ――
ソースファイル名 :Sample6_4.java

〃 if～ else文の入れ子
■mport java.■ o. ;

class Sanlple6_4

(

public static void main(String[]

{

argS)thrOws loException

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(System.in))j

夢鷲駆為鮮:笙橿謂拠飴葬よ勇手
だれ`つj

//入力された値を if～ else文の入れ子で判断し、
if(1ぅ=1)//入 力値が 1であればこのブロックを処理する
{

System out.println〈 “■が入力されました。");

System.out.println("1が 選択されました。");

}

else//入力値 1以外で、
{ .
if(i==2)//入力lLLが 2であればこのプロックを処理する
(

System.out,println("2が 入力されました。");

System.out.println("2が 選択されました。・)j
}

)(9''
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System.out.println("処理を終了します。r);

3、 準

―実行画面■――一――― ―――― ―

整数を入力して<ださい。
lθ
lが入力されました。
1が選択されました。
処理を終了します。

実行画面 3

整数を入力してください。
3θ
lまたは2を入力して<ださい。
処理を終了します。

“

J慣れてきたら、Sampleq4.javaで出てきた左側のような if～else文の入れ子を
右lklのように書くとより読みやす<なり、良いでしょう

どちらも同じ処理ですので分かりやすい方で書いてください

if(際件 AI)
{

文■ ;
}

else

{
if〈 条件 B )
{

文23
}
else

{

文 3j
}

}

実行画面 2

整数を入力してください。
2θ
2が入力されました。
2が選択されました。
処理を終了します。

〕avaの解釈による
ifと elseの対応

左側と同じ処理を
しているのがわか

りますね

●if(条件 A )
{

文ユ ;
}

●else if(条件 BI)
{

文 2;
}

else ● ・̈・・・̈ ・̈・  ¨̈

{

文 3j
}
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―今日の講義のまとめ

・関係演算子は、オペランドのどちらが大きいか小さいか、またそれらが等しいかどうかを

演算します。演算結果は、真の場合には true、 偽の場合には falseです。

・ if文は条件判断を行います。条件が真の場合には、指定された文が実行されます。

・ホワイトスペースとは、改行やスベース、タブ、改項のことです。これらは処理に影響を

与えませんので、上手に用いて見やすいコードを,いがけましょう。

・if～ else文は、条件が真の場合に実行される文と、条件が偽の場合に実行される文の両方

を指定できます。

・ if文や if～else文を他の if文などにいれて、入れ子にすることができます。
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